
    「都市部の高齢化対策に関する検討会」について 

【趣旨】 
○今後急速に高齢化（特に後期高齢者数の増加）が進む都市部の高齢化対策について、高齢者のニーズに応じた方策を検討

し、地方の地域活性化の観点もふまえつつ、必要な方策を検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【検討会委員】（敬称略） 

（座長）大森 彌    （東京大学名誉教授）                         
     ○大杉 覚   （首都大学東京教授）                      ○中山 政昭  （東京都福祉保健局高齢社会対策部長） 
     ○鎌形 太郎 （三菱総合研究所プラチナ社会研究センター長）     ○岡田 輝彦   （横浜市健康福祉局長) 
     ○熊坂 義裕 （盛岡大学栄養科学部教授、元宮古市長）              ○大塔 幸重     （さいたま市保健福祉局長） 
     ○高橋 紘士 （国際医療福祉大学大学院教授）             ○生田 直樹  （千葉市保健福祉局長） 
     ○馬場園 明 （九州大学大学院医学研究院教授）             ○松雄 俊憲     （名古屋市健康福祉局高齢福祉部長） 

     ○藻谷 浩介 （日本総合研究所調査部主席研究員）          ○西嶋 善親  （大阪市福祉局長） 
     ○山崎 敏   （立教大学 コミュニティ福祉学部 兼任講師）       ○秋山 由美子（東京都世田谷区副区長） 
 
 
 

 

【検討内容】 
 ○都市部の高齢者の見通し（各市町村における見通し策定の必要性等） 
 ○都市部でのサービス提供確保方策の検討 
  ・住民の互助（ボランティア）、商店街、コンビニ、郵便局等の活用可能性と促進方策 
  ・都市部での特養、居宅サービス等の整備の課題把握と推進方策 
 ○地方での都市部高齢者（要介護者を含む）の受け入れ時の課題と対応策の検討 
  ・高齢者を地方で受け入れる場合のモデルの提供（企業や大学との連携を含む） 
  ・杉並区-南伊豆事例の横展開 
  ・介護等の社会保障費用の負担の調整（住所地特例の適用範囲） 

   

【スケジュール】 
  ○第1回を５月２０日に開催予定 
  ○月１回程度開催（委員からのプレゼン、ヒアリング等を実施） 
  ○今秋を目途にとりまとめ 
   ※必要に応じて、秋以降の介護保険部会での議論、制度改正に繋げる 
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